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次号予告「2023 年日本の光学研究」

巻頭言
光学研究と光産業  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥石井勝弘

2023 年日本の光学研究
横坂拓巳 /寿景文 /リン・ユーチー /岡嶋克典 /玉作
賢治 /王立輝 /八子基樹 /サミラン・バヌ/五十嵐淳 /
安彦修 /趙越 /石井美幸 /石金元気 /田中隆次 / 
阪口淳史 /藪野正裕 /江川悟 /吉田昌宏 /渡邊 
敬介 /富田健太郎 /櫻井治之 /大瀧達朗 /清水新平 /
 /北原真穂 / L. ウェイ/相馬豪 /服部吉晃 /
米田成 /皆川裕貴 /飯田公平 /河�史子，他

光学ハイライト

気になる論文コーナー

今後の特集予定
53巻 7号「プラズモニクスの基礎科学と新展開」
53巻 8号「分子・原子分解能をめざすナノプローブ分光」
53巻 9号「バーチャルリアリティーと光学技術の融合」
53巻 10号「次世代の人工現実感を映し出す技術」
53巻 11号「バーチャルリアリティーが切り開く視覚科学」 

刘

//編集後記 //

　日本国内における新型コロナウイルスの感染症法上の
位置づけが 5類に分類されて約 1年が経過し，世界的脅
威となった一連の騒動は落ち着きを見せている今日です
が，私たちの公衆衛生に対する意識は大きく変化してい
きました．ポストコロナ社会において深紫外放射技術は
世界中で大きな注目を集めており，幅広い分野において
現在社会実装が進みつつあります．
　これまでの深紫外放射に関する特集では，殺菌効果や
ウイルス不活化に焦点があてられてきましたが，本特集
では，それに加え，光源技術やその高効率化，光エレク
トロデバイスのための透明電極，放射測定に関してなど
広い観点から特集を組んでみました．私たち人間の眼で
は直接見ることができない深紫外放射ですが，そのポテ
ンシャルは非常に高く，さまざまな分野での技術革新や
応用拡大が期待されています．本特集の記事が，普段こ
れらの技術に馴染みのない読者の皆様にとって，新しい
興味や知識獲得の助けとなれば幸いです．また，本分野
のさらなる学術的・産業的発展に繋がるきっかけとなる
ことを願っております．
　最後に，ご多忙にもかかわらず本特集へご寄稿いただ
いた執筆者の皆様，多くの助言をいただいた編集委員の
皆様，丁寧に原稿を取りまとめていただいた編集局に深
く感謝申し上げます． （田代，下垣）

原著論文を募集しています
　「光学」では，日本語の原著論文を募集しています．会員・非会員を問わず，自由に投稿できます．皆様の意
欲的なご投稿をお待ちしております．
　また，上記に加え，特集テーマに関連のある原著論文も募集しています．この場合，採択となった論文はその
特集号に合わせて掲載できるよう，査読作業をより迅速化いたします．特集テーマ関連の投稿締切は，当該特集
号発行月の 4か月前の 10日です．特集号を明記のうえご投稿ください．
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